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市民交流センターの
　　利用予約を受け付けます

市
で
は
、
平
成
11
年
３
月
に

策
定
し
た
鹿
屋
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
中
心

市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
等
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
、
鹿
屋
商
工

会
議
所
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋
と

と
も
に
北
田
大
手
町
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
事
業
に
よ
り
現
在
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
再
開
発
ビ
ル
は
、

昨
年
の
12
月
中
旬
か
ら
本
格
的
な

本
体
工
事
に
着
手
し
、
10
月
末
で

の
進
捗
状
況
は
約
56
％
。
平
成
19

年
４
月
に
は
市
民
が
集
う
ふ
れ
あ

い
の
場
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。

ビ
ル
内
に
は
、
核
店
舗
や
専

門
店
が
入
る
商
業
施
設
に
加
え
、

市
民
の
幅
広
い
交
流
活
動
と
文
化

的
な
創
造
活
動
の
推
進
を
目
的
に
、

情
報
プ
ラ
ザ
、
福
祉
プ
ラ
ザ
、
健

康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
、
芸
術
文
化

学
習
プ
ラ
ザ
か
ら
な
る
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
内
の
各
施
設
に

つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
来
年
４

月
１
日
よ
り
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
、
利
用
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

情
報
・
福
祉
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
・

芸
術
文
化
学
習
の
拠
点
施
設
と
な

る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
で
き
る
主
な
施
設
及
び
利

用
料
金
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
３
〜
Ｐ

５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施

設
の
詳
細
や
貸
し
出
し
可
能
な
備

品
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　

㈱
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４
ー
41
ー
１
０
３
３

【利用料金】

市民交流センターの
　　利用予約を受け付けます

・利用時間には、準備及び後片付けの時間も含まれます。
・映像ホールの専用利用は、10人以上の団体からです。
・パソコン学習室、IT 研修室、情報編集室の一部利用やインターネットコーナー
   は当分の間予約できません。
・専用利用は、予約が必要です。

９時～
　正午

正午～
　17 時

17 時～
　22 時

９時～
　17 時

正午～
　22 時

９時～
　22 時

情報ホール １時間につき　2,000 円

映像ホール

常設上映
観覧 大人１人１回　　100 円

年間観覧券 大人１人１年間   500 円
専用利用 １時間につき　2,000 円

パソコン学習室
ＩＴ研修室
情報編集室

専用利用 1,500 円 2,500 円 2,500 円 4,000 円 5,000 円 6,500 円

一部利用 １人１時間につき　100 円

インターネットコーナー １人 30 分につき　100 円。ただし、30 分までは無料

情報研修室
全室利用 3,000 円 5,000 円 5,000 円 8,000 円 10,000円 13,000円
区分
利用

Ａ 1,800 円 3,000 円 3,000 円 4,800 円 6,000 円 7,800 円
Ｂ 1,200 円 2,000 円 2,000 円 3,200 円 4,000 円 5,200 円

●
情
報
ホ
ー
ル

　

行
政
情
報
を
は
じ
め
、
地
域
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
物
産
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
を
、
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
し
ま

す
。

●
映
像
ホ
ー
ル

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
上
映
を
は

じ
め
、
学
校
の
学
習
の
場
と
し
て

の
利
用
や
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
自
主
制
作
し
た
映
像
の
成
果
発

表
な
ど
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

●
パ
ソ
コ
ン
学
習
室
・
Ｉ
Ｔ
研
修

　

室

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
た
各

種
会
議
・
研
修
・
講
座
・
自
主
学

習
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
情
報
編
集
室

　

撮
影
し
た
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像

や
音
声
編
集
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

　

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
な

ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
。

●
情
報
研
修
室

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
た
会
議
や
研
修
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
会
や
展
示
会
な
ど

も
行
え
ま
す
。

●
Ｉ
Ｔ
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

子
供
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
体

験
型
の
教
育
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

再開発ビル鳥かん図

肝属川側

北田交差点側

　

高
度
情
報
通
信
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
た

情
報
交
流
の
拠
点
で
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
場
所
に
な
り
ま
す
。

情
報
プ
ラ
ザ 建 築 面 積

延 べ 床 面 積

建築物の高さ

7,027㎡

15,953㎡

26 ｍ

■４階部分
　屋上庭園

■３階部分
　健康スポーツブラザ
　芸術文化学習プラザ

■２階部分
　芸術文化学習プラザ
　福祉プラザ

■１階部分
　商業施設、業務施設
　情報プラザ、駐車場

市民交流センターの
利用予約を受け付けます特集



【利用料金】
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福
祉
プ
ラ
ザ

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
と
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
各
種
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
の
収

集
や
提
供
、
講
習
会
な
ど
の
支
援

を
行
う
ほ
か
、
福
祉
団
体
な
ど
の

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
に
幅
広
く
利

用
で
き
ま
す
。

●
相
談
室

　

心
配
ご
と
相
談
や
保
健
福
祉
に

関
す
る
様
々
な
相
談
に
対
応
す
る

窓
口
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

た
め
個
室
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

●
点
字
訳
パ
ソ
コ
ン
室
・
録
音
室

　

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
点
字
訳

の
文
書
作
成
や
録
音
を
行
う
場
所

で
す
。

●
休
憩
室
・
浴
室

　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
移
設
す
る
も
の
で
、
高
齢
者
の

方
が
入
浴
や
休
憩
を
し
な
が
ら
、

く
つ
ろ
ぎ
、
交
流
を
深
め
る
場
所

で
す
。

　

な
お
、
浴
室
は
、
65
歳
以
上
の

人
又
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
９
４
ー
44
ー
２
９
５
１

健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

●
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な

ど
の
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
や
、
指
導
者

研
修
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
広
さ

約
６
７
０
㎡
、
高
さ
約
10
ｍ
の
体

育
館
的
な
ホ
ー
ル
で
す
。

●
健
康
づ
く
り
交
流
室

　

血
圧
計
や
体
脂
肪
計
を
使
っ
た

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
使
っ
た
健
康
づ
く
り
な

ど
、
市
民
の
健
康
増
進
を
手
助
け

す
る
場
所
で
す
。

９時～正午 正午～ 17 時 17 時～ 22 時 ９時～ 17 時 正午～ 22 時 ９時～ 22 時

フィットネス

ホール

専用利用 1,500 円 2,500 円 2,500 円 4,000 円 5,000 円 6,500 円

一部利用
大人　１時間につき　50 円
小人　１時間につき　30 円

健康づくり交流室 １人１回につき　300 円

・利用時間には準備及び後片付けの時間も含まれます。
・専用利用は、予約が必要です。
・健康づくり交流室は、16歳未満の人は利用できません。

【利用料金】

芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ

●
ホ
ー
ル

　

２
階
か
ら
３
階
部
分
に
か
け
て

傾
斜
を
持
た
せ
た
固
定
席
３
９
４

席
の
ホ
ー
ル
で
、
後
方
か
ら
で
も

ゆ
っ
く
り
と
観
賞
で
き
ま
す
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

小
・
中
学
生
の
美
術
作
品
や
各

種
講
座
、
同
好
会
な
ど
の
活
動
で

製
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
身
近

な
作
品
展
の
会
場
と
し
て
の
利
用

を
は
じ
め
、
地
元
芸
術
家
な
ど
の

個
展
、
南
日
本
美
術
展
、
市
美
術

展
と
い
っ
た
展
覧
会
も
開
催
可
能

な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。

　

広
さ
は
約
５
３
０
㎡
で
、
大
き

な
作
品
で
も
展
示
で
き
る
よ
う
に

天
井
の
高
さ
は
約
3.5
ｍ
あ
り
ま

す
。

●
ア
ト
リ
エ
（
絵
画
・
工
芸
）

　

25
人
が
活
動
で
き
る
絵
画
用
と

工
芸
用
の
２
つ
の
ア
ト
リ
エ
が
あ

り
、
工
芸
用
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、

陶
芸
用
の
焼
窯
も
設
置
し
ま
す
。

●
和
室
・
茶
室

　

着
物
の
着
付
け
や
生
け
花
、
茶

道
、
囲
碁
、
将
棋
な
ど
が
行
え
る

場
所
で
す
。

●
調
理
室

　

料
理
講
座
を
は
じ
め
、
食
生
活

改
善
・
研
究
・
実
習
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
（
映
画
館
）

　

座
席
数
は
68
席
で
、
長
時
間
座

っ
て
も
疲
れ
な
い
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
シ
ー
ト
で
、
映
画
を
ゆ
っ
く

り
観
賞
で
き
ま
す
。

●
フ
リ
ー
ル
ー
ム

　

各
種
文
化
団
体
な
ど
が
会
議
、

イ
ベ
ン
ト
、
映
像
観
賞
な
ど
、
自

由
に
利
用
で
き
る
場
所
で
す
。

入場料 曜日 ９時～正午 13時～ 17時 18時～ 22時 ９時～ 17 時 13時～ 22時 ９時～ 22 時

ホール

500 円未満
平日 6,000 円 12,000 円 16,000 円 18,000 円 27,000 円 32,000 円

土・日・休日 7,200 円 14,400 円 19,200 円 21,600 円 32,400 円 38,400 円
500 円～

1,000 円未満

平日 9,000 円 18,000 円 24,000 円 27,000 円 40,500 円 48,000 円

土・日・休日 10,800 円 21,600 円 28,800 円 32,400 円 48,600 円 57,600 円
1,000 円 ～

3,000 円未満

平日 10,800 円 21,600 円 28,800 円 32,400 円 48,600 円 57,600 円

土・日・休日 12,900 円 25,900 円 34,500 円 38,800 円 58,300 円 69,100 円

3,000 円以上
平日 12,000 円 24,000 円 32,000 円 36,000 円 54,000 円 64,000 円

土・日・休日 14,400 円 28,800 円 38,400 円 43,200 円 64,800 円 76,800 円

リハーサル室 1,000 円 1,500 円 1,500 円 2,500 円 3,000 円 4,000 円

練習室 700 円 1,000 円 1,000 円 1,700 円 2,000 円 2,700 円

楽屋１・２・３ 300 円～ 1,200 円　※詳しくは、お問い合わせください。

ギャラリー 4,000 円 5,200 円 7,200 円 ー ー 16,400 円
アトリエ

（絵画・工芸）

専用利用 800 円 1,500 円 1,500 円 ー ー 3,800 円

一部利用 １人１時間につき　100 円

研修室１・２・３ 300 円～ 2,000 円　※詳しくは、お問い合わせください。

茶室・和室 700 円 800 円 800 円 ー ー 2,300 円

調理室 1,000 円 1,600 円 1,600 円 ー ー 4,200 円

ミニシアター 2,000 円 3,000 円 4,000 円 ー ー 9,000 円

フリールーム 600 円 700 円 800 円 ー ー 2,100 円

・ホールやギャラリーで、冷暖房を利用した場合は、別途冷暖
   房の利用料金が必要です。
・専用利用する場合は、予約が必要です。
・ミニシアターは、上映する人が負担する料金です。

　

複
合
交
流
施
設
全
体
と
連
携
し
て
「
生
き
が
い
に
満
ち
た

社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
様
々
な
機
能
を
備
え
た
場

所
で
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
誰
も
が
、
健

康
で
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活
を
営
み
、
社
会
参
画
活
動

を
行
う
た
め
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
継
続
的
な
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
育
成
・
支
援
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
で
、
市
民
の

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
的
な
機
能
を
持
ち
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
様
々
な
情
報
提
供
、
指
導
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
な
ど
、
鹿
屋
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
総
合
的
な
窓
口
と

な
り
ま
す
。

　

市
民
の
様
々
な
文
化
及
び
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
・
協
力

を
行
う
た
め
の
拠
点
と
な
る
場
所
で
す
。

　

音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
練
習
や
発
表
、
講
演
会
な
ど
に
利

用
で
き
る
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
各
種
講
座
の
開
催
や
生
涯
学

習
活
動
の
場
と
し
て
の
活
用
を
考
え
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ア
ト

リ
エ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市民交流センターの
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PUBLIC  RELATIONS

●価　　　格　全国一律送料込み　3,500 円　
　　　　　　　　　　　持ち帰り　2,500 円
●申 込 期 限　12月  ５日（火）
●発送予定日　12月 13日（水）

■ふたごちゃん
　（塩ゆで落花生）
■黒糖ごぼう
■乾燥ごぼう
■酢ごぼう
■ごぼう佃煮
■めんつゆ（500ml）
■ゆべし
■梅干

【問い合わせ・申込先】
　鹿屋市生活改善農産加工班　☎ 0994-43-8713

●価　　　格　全国一律送料込み　3,200 円　
　　　　　　　　　　　持ち帰り　2,200 円
●申 込 期 限　12月  ７日（木）
●発送予定日　12月 13日（水）

■手作り味噌（1,000 ｇ）
■かつお味噌
■しょうがと
　　きくらげの佃煮
■切干し大根の
　　　　はりはり漬
■蒸しようかん
■ゆべし
■梅干
■かぼちゃ

　ふるさとの香りをいっぱい詰
め込みました。落花生を塩ゆで
して真空パックにした「ふたご
ちゃん」は、私たちのオリジナ
ル商品で、常温でも保存期間が
長いのが特徴です。

【問い合わせ・申込先】
　野里カンナ起業グループ　☎ 0994-40-3234

●価　　　格　全国一律送料込み　3,000 円　
　　　　　　　　　　　持ち帰り　3,000 円
　　　　　　　　※持ち帰りセットは内容が異なります。
●申 込 期 間　11月 15日（水）～ 12月８日（金）
●発送予定日　12月 15日（金）

■味噌　　　　（800g）
■山菜入り黒豚味噌
■焼肉のたれ（400ml）
■筍の瓶詰め
■酢ごぼう
■ゆべし
■乾燥大根

【問い合わせ・申込先】
　あったかむら高隈事務局　☎ 0994-45-2510

　「山菜入り黒豚味噌」は、山
の幸と鹿児島黒豚を合わせて
作った贅沢な味を味わえます。
また、「焼肉のたれ」は、子供
から大人までおいしく食べられ
る味付けに仕上げています。

●価　　　格　全国一律送料込み　3,500 円
　　　　　　　　　　　持ち帰り　2,500 円
●申 込 期 限　12月  ７日（木）
●発送予定日　12月 13日（水）

■麦味噌　　 （1,200g）
■焼肉のたれ（400ml）
■和風ごま
　ドレッシング
　（200ml ×２本）
■切干し大根の漬物
■ゆべし

　「田舎麦味噌」は、吾平産の
麦と大豆に、厳選した塩を合わ
せて作ったこだわりの一品で
す。また、私たちが栽培したも
ち米と大根を素材にした加工品
は、格別のおいしさです。

【問い合わせ・申込先】
　ぱんぷきんハウス　☎ 0994-58-7564

●価　　　格　全国一律送料込み　3,500 円　
　　　　　　　　　　　持ち帰り　2,500 円
●申 込 期 限　12月  ７日（木）
●発送予定日　12月 13日（水）

■味噌（400g ×２個）
■ドレッシング（225ml）
■焼肉のたれ  （225ml）
■かぼちゃ漬
■おふくろ漬
■酢ごぼう
■煮豆
■だんご
■ようかん
■餅（３個入り）
■すしの具

【問い合わせ・申込先】
　吾平山陵加工グループ　☎ 0994-58-7025

　真空パックにした餅やようか
んなど加工品が 11 種類入って
います。中でも、自分たちで種
まきから収穫まで大切に栽培し
たかぼちゃで作った「かぼちゃ
漬け」はお薦めの一品です。

●価　　　格　全国一律送料込み　3,500 円　
　　　　　　　　　　　持ち帰り　2,500 円
●申 込 期 限　12月  ７日（木）
●発送予定日　12月 13日（水）

■焼肉のたれ （200ml）
■ドレッシング（200ml）
■猪味噌
■メロンちゃん漬
■筍の佃煮
■おからクッキー
■マルボーロ
■ゆべし

【問い合わせ・申込先】
　神野加工グループ　☎ 0994-58-7003

　吾平産の小麦粉と大豆をたっ
ぷり使った「おからクッキー」
は、ほのかに甘く、素朴な感じ
がたまりません。また、「ドレッ
シング」はベニバナ油を使って
作っています。

　贈り物に食品加工グループ手作りの加工品
を詰め合わせた「鹿屋ふるさと便」は、いか
がですか。
　いずれの加工品も地元の素材を生かしたお
いしいものばかりです。

　ばら香る霧島ヶ丘の麓で育っ
た素材で作りました。今年は、
大好評の「手作り味噌」に加え
て、「かぼちゃ」と、ご飯と一
緒に食べると一段とおいしい
「梅干」が入っています。

鹿
屋
の

を

全
国
に
届
け
ま
す
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10
月
20
日
、
か
の
や
ば
ら

園
で
、『
か
の
や
ば
ら
祭
り

２
０
０
６
秋
』
が
始
ま
り
ま
し
た
。

秋
の
ば
ら
は
、
春
の
よ
う
に

一
斉
に
花
を
咲
か
せ
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寒
暖
の
差

が
大
き
い
こ
と
か
ら
一
輪
一
輪
が

大
き
く
、
色
鮮
や
か
な
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
例
年

天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、
ば
ら
の
観
賞

に
最
適
の
気
候
で
す
。

祭
り
の
初
日
と
な
っ
た
20
日

は
、
東
原
保
育
園
の
園
児
に
よ
る

太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
の
あ

と
、
ク
ス
玉
を
割
っ
て
開
花
を
宣

言
。
秋
の
ば
ら
祭
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

祭
り
は
11
月
26
日
ま
で
の
38

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
期
間

中
、霧
島
ヶ
丘
公
園
内
で
は
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

か
の
や
ば
ら
祭
り

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４

－
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か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６

　かのやばら園を訪れる人に、ばらを観賞しながら、
大隅・鹿屋の産品を生かしたお弁当を食べてもらお
うと第１回かのやばら園にあうお弁当コンテスト（鹿
屋商工会議所女性会主催）が開催されました。
　コンテストには、市内のお弁当業者などから８点の
応募があり、最優秀賞に大隅地域の特産品を一緒に
楽しめる『大隅味紀行』が選ばれました。
　なお、最優秀作品と優秀作品の３点には、１年間、
『かのやばら園』の売店等で販売できる権利が贈ら
れました。

大隅味紀行（かのや大黒グランドホテル）

鹿屋名産「かんぱちめし」
（栄楽寿司）

ばら田園
（はまよし株式会社）

第
１
回
か
の
や
ば
ら
園
に
あ
う
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

第
３
回
ば
ら
グ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

　ばらを活かした商品を開発して、地域活性化に役
立てようと第３回ばらグッズコンテスト（鹿屋商工会
議所女性会主催）が開催されました。
　コンテストには51点の応募があり、最優秀賞に『か
のやばら園』のばらの花びらを混ぜた樹脂粘土製の
ばらをあしらったプリティランプが選ばれました。

プリティランプ
（田中民子さん、笠之原町）

ばらのワイン・
アイスクリーム
カップ

（白濱イク子さん、日置市）

か
の
や
ば
ら
祭
り
in
山
形
屋

ば
ら
祭
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　10月25日～31日の７日間、鹿児島
市のデパート山形屋でもばら祭りを開
催。かのやばら園をＰＲしました。

　ばら祭りの開催を前にした10月12
日・13日・18日の３日間、ミスかのや
などが、鹿児島空港、鹿児島市、宮崎
市などで、ばら祭りのキャンペーンを行
いました。

クス玉を割って『秋のばら』の開花を宣言

太鼓の演奏を披露した東原保育園の園児。

カフェでは、ばらのソフトク
リームが人気

木陰のベンチでゆっくり休憩

まるでピンク色のジュータン

ばらの栽培教室で熱心に勉強

人気を集めたローズトレイン

ばらだけではありません。菊
祭り（鹿屋菊花同好会主催）
も同時開催。



世界 11 か国の味を楽し
めたグローバルレスト
ラン

国際色豊かなフリー
マーケット

協会設立時より会長
を務める岡崎継義会
長があいさつ

観客も一緒になって西アフリカの楽器ジャンベを演奏

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
は
鹿

屋
市
の
持
つ
地
理
的
、
歴
史
的
特

性
を
生
か
し
、
他
の
民
間
交
流
団

体
と
連
携
し
て
市
民
主
体
の
国
際

交
流
・
国
際
協
力
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
８
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
設
立
10
周
年
。
現
在

１
４
８
人
、
33
団
体
が
会
員
登
録

を
行
っ
て
お
り
、
様
々
な
国
際
交

流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
29
日
に
は
、
霧
島
ヶ
丘

公
園
で
10
周
年
を
記
念
し
て
「
グ

ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
〜
わ
れ
ら
地

球
人
〜
」
を
開
催
。
国
際
色
豊
か

な
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
世
界
11
か
国
の
料
理
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
が
出
店
さ
れ
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
設
立
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ェ
ス
タ
〜
わ
れ
ら
地
球
人
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

協
会
の
事
業
を
企
画
・
運
営
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
募
集

（
会
員
特
典
）

①
情
報
、
出
版
物
の
提
供

②
協
会
が
主
催
、
又
は
協
力
す

る
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
案
内

③
協
会
自
主
事
業
参
加
料
の
減

免
④
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
各
種
交
流
事
業
等
へ
の
参

加

（
年
会
費
）
※
１
口
当
た
り

　

学　

生　
　

１
，
０
０
０
円

　

個　

人　
　

２
，
０
０
０
円

　

家　

族　
　

３
，
０
０
０
円

　

団　

体　

１
０
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
　
（
市
民
活
動
推
進
課
内
）
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　地球上には63 億人が生活を
していますが、もしもそれを100
人の村に置き換えてみるとどうな
るのでしょう。
　当日は、この100人の村を実
際に再現して、参加者みんなで世
界の実状について理解を深めま
した。

アジアの人口密度
を再現

内容の一例

○100人のうち52 人が女性で、48
人が男性です。30人が子どもで、
70人が大人です。

○すべてのエネルギーのうち20人が
80％を使い、80人が 20％を分け
あっています。

○75人は食べ物の蓄えがあり雨露を
しのぐところがあります。でも、あ
との25人は、そうではありません。

○銀行に預金があり、財布にお金が
あり、家のどこかに小銭が転がっ
ている人は、いちばん豊かな８人
のうちの１人です。

○村人のうち１人が大学の教育を受
け、２人がコンピューターをもって
います。けれど、14人は文字が読
めません。

○17人は、きれいで安全な水を飲め
ません。
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鹿
児
島
県
は
、
茨
城
や
宮
崎
な

ど
に
次
ぐ
全
国
で
も
有
数
の
ピ
ー

マ
ン
の
産
地
で
、
そ
の
大
部
分
は
、

大
隅
半
島
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
屋
市
で
は
、
串
良
地
区
や

吾
平
地
区
を
中
心
に
31
戸
の
農
家

が
約
8.2　

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

ピ
ー
マ
ン
を
生
産
。
県
の
『
か
ご

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
』
の
指
定
を

受
け
て
い
る
東
串
良
町
の
東
串
良

町
園
芸
振
興
会
ピ
ー
マ
ン
部
会
の

協
力
の
も
と
『
東
串
良
の
ピ
ー
マ

ン
』
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が
苦
手
と
す
る
野

菜
の
一
つ
と
し
て
名
前
が
挙
が
る

こ
と
も
多
い
ピ
ー
マ
ン
で
す
が
、

最
近
の
ピ
ー
マ
ン
は
昔
と
違
っ
て

た
い
へ
ん
甘
く
、
美
し
い
色
合
い

は
料
理
の
色
ど
り
に
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
油
炒
め
や
肉
詰

め
料
理
、
サ
ラ
ダ
や
揚
げ
物
、
煮

物
に
も
な
り
、
和
・
洋
・
中
を
問

わ
ず
多
く
の
料
理
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

風
邪
や
感
染
症
の
予
防
対
策
、

美
容
に
威
力
を
発
揮
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
を
は
じ
め
、
毛
細
血
管
を
丈

夫
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｐ
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
低
下
作
用
で
知
ら
れ

る
葉
緑
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
予
防
に
も
効
果

が
あ
る
健
康
野
菜
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
課

　

☎
０
９
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ー
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１
１
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※データは鹿児島県経済連より提供

平成17年度全国の
ピーマン出荷量 (t)

①茨城県 15,878

②宮崎県 14,748

③鹿児島県 8,313

④高知県 7,721

平成 17年度県内 JA 別
ピーマン出荷量 (t)

①鹿児島きもつき
（旧根占町を除く）

4,934

②そお鹿児島 2,071

③南さつま加世田 590

南之原　裕晶さん（37歳）
　　　　　　　     串良町有里

農薬を使わないで、
おいしいピーマンを
作りたい

ピーマンの収穫時期は
10 月上旬から５月

最近のピーマンは、昔と違って甘くなっています

温度調節ができるビニールハウスで栽培されてい
るピーマン

　親の後を継いで６年。ビニールハウス11棟、
30aでピーマンを生産しています。
　私のモットーは「安心・安全でおいしいピーマ
ンを生産すること」。ピーマンの病気は伝染が早
く処置が遅れるとハウス全体のピーマンが駄目
になってしまうことにもなりかねませんが、でき
る限り農薬を使わず、毎朝一棟一棟しっかり見
て回ることで、病気にならないように細心の注
意を払っています。
　苦労はしても、安心して食べられる安全なピー
マンを生産し続けたいですね。

ha
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　10月８日、スポーツの秋にふさわしい天候のもと、串良・細山田・上
小原の３校区で、恒例の大運動会が開催されました。
　当日は、かけっこや各種リレーをはじめ、夫婦の仲の良さを見せ合う
「いたくしないで」や、チームワークが大事な「だんご三兄弟」、タイヤ
のチューブを使った「安全運転」など、会場の笑いを誘う校区独自のプ
ログラムもあり、子供から高齢者まで心地よい汗を流しながら運動会を
楽しんでいました。

　10月13日、串良町有里の豊重
三郎さんが、第一鹿屋中学校と西
原台小学校に、校訓などを彫り込
んだ工芸品を寄贈しました。
　両校に寄贈された工芸品は、孟
宗竹を半分にしたもので高さ約
190cm、幅約14cm。油ぬきした
あと一文字ずつ丁寧に両校の校章
と校訓を彫り込み漆で仕上げたも
ので、受け取った両校の児童・生
徒は「大切に保存したい」と話し
ていました。

第40回
吾平町体育大会
を開催

タスキをつないで
輝北ダムを一周
　10月７日、輝北町の輝北ダ
ム周辺で輝北ダム一周駅伝競走
大会が開催されました。
　これは、輝北町で毎年行われ
ていた町内一周駅伝競走大会を
リニューアルしたもので今年が
初めての開催。輝北地区の各小
学校区４チームと輝北地区陸上
競技連盟が参加して、12区間
10.9㎞のコースを、沿道からの
声援をうけながら元気に走りぬ
けました。結果は次のとおり。

優　勝＝平南小学校区
準優勝＝百引小学校区
３　位＝市成小学校区
４　位＝高尾小学校区

体育の日にスポーツを満喫

　10月９日の体育の日、スポーツ・レクリエーショ
ンへの理解と関心を深め、スポーツをする意欲を高め
てもらおうと、「体育の日」スポーツフェスタが、鹿
屋体育大学など市内４会場で開催されました。
　フェスタには、約1,600人が参加。レディースソフ
トバレーボールや水泳、グラウンドゴルフなど８種目
のスポーツ大会が開催されたほか、スポーツ少年団を
対象に交歓大会が行われ、スポーツ感覚の楽しいゲー
ムで交流を深めていました。

直径約50㎝の大綱で綱引き

　10月７日、笠之原町の笠之原公園で笠之原十五夜
大綱引き大祭が開催されました。
　祭りのメインは３日間かけて作り上げた直径約
50cm、長さ約80ｍ、重さ約1,500kgの大綱で行われ
る綱引き。これは江戸時代中期に五穀豊じょうに感謝
して始まったとされる伝統行事で、現在では商売繁盛
や家内安全なども合わせて祈願されています。綱引き
は３本勝負で３回行われ、二手に分かれた住民がホラ
貝を合図に威勢のいいかけ声とともに一生懸命に引き
合いました。

　10月8日、さわやかな秋晴れのもと吾平
運動場で、第40回吾平町体育大会が開催
されました。
　この体育大会は、吾平町内の10地区分
館対抗で競い合うもので、各地区の幼児か
ら大人まで約2,500人が参加。むかで競争
やボールころがし、地域女性団体による集
団演技などをはじめ、各地区の趣向を凝ら
した応援合戦や年齢別地区対抗リレーが行
われ、会場は一日中大きな歓声に包まれて
いました。結果は次のとおり。
（１位）中央東地区　（２位）神野地区
（３位）中央町地区

　10月10日、兵庫県で10月14日
～16日まで開催される第６回全国
障害者スポーツ大会に出場する堂
園靖さん（打馬１丁目）が市役所
を表敬しました。
　堂園さんは、５月に行われた県
予選で県の記録を塗り替えた車椅
子100ｍの部と、ソフトボール投
げの部に県の代表選手として出場。
「得意の車椅子100ｍで入賞を目
指したい」と力強く抱負を話しま
した。

全国障害者
スポーツ大会に出場

串良・細山田・上小原の
３校区で大運動会

校訓を彫り込んだ
工芸品を寄贈

細山田校区「だんご三兄弟」

上小原校区「安全運転」串良校区「いたくしないで」

ダムをバックに懸命に走る選手

沿道の声援を受けながら疾走

ガッツポーズをしな
がらゴール

一斉にスタート
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　10月15日、串良町有里の串良平和
公園慰霊塔前広場で旧海軍航空隊串良
基地出撃戦没者追悼式が行われました。
　これは、旧海軍航空隊串良基地から
特別攻撃隊などで戦死した570人の霊
を慰めようと毎年行われているもの
で、当日は、全国各地から生存者や遺
族、関係者など約300人が参加。式で
は、山下市長が「今日の平和と繁栄は、
皆様のおかげです」とあいさつ。その
後、生存者や遺族などによる献花、生
存者による同期の桜の合唱などが行わ
れ、平和の尊さが確認されました。
　また、この追悼式に先だって、串良
総合支所隣の慰霊塔前では、地区遺族
会の戦没者慰霊祭も行われ、恒久の平
和を願いました。

おおすみ木材まつり
を開催

　10月24日、市内のホテルで、第
24回鹿屋市合同金婚式が開催され
ました。
　式には、鹿屋地区に住む結婚し
て満50年になる夫婦131組が出席。
金婚者を代表して、小野正典・久
子夫妻が、「これからも夫婦力を
合わせて頑張ります」とあいさつ。
幼稚園児によるお祝いの言葉やお
遊戯、市の50年をつづった映像も
上映され、出席者は昔を感慨深く
懐かしんでいました。

旧海軍航空隊串良基地出撃戦没者追悼式
平和の尊さを確認

131組の金婚を祝う

　10月12日、海上自衛隊鹿屋航空
基地で、不発弾の処理が行われま
した。
　この不発弾は、太平洋戦争中に
米軍が使用していた250kg爆弾で、
直径約40cm、長さ約130cm。陸
上自衛隊の不発弾処理隊による信
管（起爆装置）の除去作業は、周
囲に高さ６ｍの土のうを積み、半
径400ｍを立入禁止にして行われ、
約２時間で作業は無事終了しまし
た。

　10月24日、コミュニティーセン
ター吾平振興会館で開催された吾
平地域法令講習会で、中央東地区
青壮年部17人が飲酒運転撲滅を呼
びかける寸劇を披露しました。
　劇は、飲み会の後、飲酒運転で
家に帰る途中、検問に遭い牢屋に
入って、人生が終わってしまうと
いうストーリー。鹿児島弁でユー
モラスに行われた劇に、約240人の
参加者は、大笑いをしながらも飲
酒運転撲滅を誓いました。

不発弾を処理

15組の金婚を祝う

　10月11日～14日にかけ
て、鹿屋市シルバー人材
センターが、霧島ヶ丘公
園、あいらさんぽ道、串
良平和公園など市内６か
所でボランティアの清掃
作業を行いました。
　これは、同センターが
毎年10月のシルバー事業
普及啓発促進月間に合わ
せて実施しているもので、
作業には会員約450人が
参加。各会場とも約２時
間かけて、やぶ払いや雑
草の草取り、ごみ拾いな
どを行いました。

ボランティアで
清掃作業

飲酒運転撲滅を願って

　10月５日、輝北総合福祉セン
ターで、鹿屋市輝北地区合同金婚
式が開催されました。
　式には、輝北地区に住む結婚し
て満50年になる夫婦15組が出席。
記念品贈呈などのあと、金婚者を
代表して、春口登・ミスエ夫妻が
「夫婦でこの日を迎えられ、心から
嬉しく思います。残りの人生を仲
むつまじく過ごしたい」とあいさ
つ。出席者は感慨深げにこの記念
すべき日を楽しんでいました。

　10月28日と29日の２日間、霧
島ケ丘公園で第8回おおすみ木材
まつりが開催されました。
　これは、木材にふれて木の良さ
や木の温もり、森林の大切さを知っ
てもらおうと毎年開催されている
もの。チェーンソーアートや木工
教室、丸太切り競争などが行われ
たほか、模擬上棟式では餅やお金
などが撒かれ、会場を訪れた人た
ちは大人も子供も夢中になって楽
しんでいました。

同期の桜を歌う生存者

献花台に花を献花する参列者戦没者に恒久の平和を誓う

災害時の放送に関する協定を調印

　NPO法人かのやコミュニティ放送と鹿屋市が、「災害
時の放送に関する協定」を結び、10月31日、鹿屋市役
所で調印式が行われました。
　この協定は、台風、地震等の災害時などに、市がFM
かのや（77.2MHz）の放送を通じ、市民に防災情報を
広報することができるという内容。FMかのやは、地域
に密着したラジオ局であることから、災害時における
市民への新たな情報伝達手段としての役割が期待され
ています。

霧島ヶ丘公園

あいらさんぽ道

串良平和公園
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　10月15日、大隅湖特設会場で大
隅湖あじさいロードフェスタ（同
実行委員会主催）が開催されました。
　これは、例年６月に開催してい
た国際村あじさい祭に代えて初開
催したもの。午前中はブラックバ
ス釣り大会がおこなわれ、夕方か
らは水上ステージを使った歌や踊
り、三味線演奏などの披露や水中
花火ショーが行われ多くの人でに
ぎわいました。
　また、当日は鹿屋ロータリーク
ラブや市民などが参加して、あじ
さいの苗約1,000本の記念植樹が
行われ、参加者は30cm程のあじさ
いを一本一本丁寧に植え付けてい
ました。

大隅湖あじさいロード
フェスタを初開催

　10月22日、市文化会館で第
30回鹿屋市保健福祉大会けんこ
う福祉フェスタが開催されまし
た。
　これは、健常者と障害者のふ
れあいの場をつくるとともに、
全ての市民が安心・安全に暮ら
していける福祉のまちづくりを
推進しようと行われたもの。式
典では、保健・医療・福祉の各
分野で功績のあった43人と１団
体の表彰やボランティア活動の
体験発表、福祉バザー・各種健
康相談などが行われました。
　また、29日には、県民健康プ
ラザで、鹿屋ライオンズクラブ
との共催事業のメタボリックシ
ンドローム予防ウォーキング大
会も開催され、参加者は自分の
ペースで約５㎞のウォーキング
を楽しんでいました。

けんこう福祉フェスタを開催

水神祭で伝統の踊りを奉納

　10月19日、王子町の和田井堰
公園で水神祭が行われ、市の無形
民俗文化財に指定されている王子
町の鉦踊りと川東町の八月口説き
踊りをはじめ、光同寺の鉦踊りが
保存会により奉納されました。
　この祭りは、王子町の和田井堰
から川東町まで流れる約12kmの
農業用水路(和田新田川)が完成し
た約250年前に、これを喜んだ住
民が水神を祭り、踊りを奉納した
のが始まりとされる伝統行事。神
事が終わると、紫の頭巾を被った
女性が踊る八月口説き踊りと、赤
や黄色のタスキを身につけた男性
が鉦や太鼓を叩きながら踊る鉦踊
りなどが奉納され、訪れた人を楽
しませていました。

　10月21日・22日の２日間、串良
町下小原のわっしょい広場で第11
回フリーマーケットinくしらが開催
されました。
　このフリーマーケットは、出店者
数の多さから県内随一と言われてお
り、今年も地元小売業者や商工会女
性部、青年部など市内外から約200
軒が出店。会場では、工芸品や雑貨、
陶器などがずらりと並べられ、掘り
出し物を探しに訪れた多くの買い物
客でにぎわいました。

県内随一の
フリーマーケットを開催

　10月21日、今年還暦を迎える吾
平中学校の卒業生が還暦同窓会を
行い、吾平商店街をパレードしま
した。
　当日は参加者全員が卒業当時の
吾平中学校がプリントされた赤い
トレーナーを着用。鵜戸神社から
吾平中学校までをパレードした参
加者は「45年前の景色が目の前に
浮かんでくる。まるで中学時代に
タイムスリップしたようだ」と中
学時代を懐かしんでいました。

還暦を祝い吾平商
店街をパレード

　10月22日、輝北体育館など輝北
地区の５会場で第47回大隅地区中
学女子新人バレーボール大会が開
催されました。
　この大会は、青少年の健全育成
を目的に昭和35年に始まった伝統
ある大会。大隅半島全域から36
チームが参加して熱戦を繰り広げ
ました。結果は次のとおり。
優　勝＝大姶良中学校
準優勝＝国見・川上中学校
３　位＝花岡中学校、上小原中学校

大隅地区中学女子
新人バレーボール大会

湖岸にあじさいの苗を１本１本丁寧に植栽 観客の前で熱唱

湖面を彩る色鮮やかな水中花火

　10月10日、串良町下小原の中
和田数男さん宅で、卵の中に卵が
ある珍しい卵が見つかりました。
　中和田さんによると自宅の鶏小
屋で見つけた大きな卵を振ってみ
たら、中でコツコツ音がしたため
穴を空けたところ、白身・黄身が
出てきた後、更にもう１個の卵が
出てきたそうです。
　外の卵は縦８cm、横５cmで、
中の卵は通常の鶏の卵とほぼ同じ
大きさです。

卵の中に卵を発見
体験発表をする
南小学校３年
今村彪

ひょうが

雅さん

買い物客で
にぎわうバザー

自分のペースで楽しく歩く
ウォーキング大会の参加者

光同寺鉦踊り保存会

川東町の八月口説き踊保存会

王子町鉦踊保存会
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●実施内容
講　　座　　名 日　　時 定　員 費　用

①おせち料理
12 月 12 日（火）
9時 30 分～ 12 時

16 人 1,000 円

②顔筋リフトアップメイク
　＆まゆカット

12 月 14 日（木）
10 時～ 12 時

20 人 500 円

③プリザーブドフラワー
～クリスマスバージョン～

12 月 15 日（金）
10 時～ 12 時

20 人 1,000 円

④小薄そばで年越しを
12 月 19 日（火）
9時 30 分～ 12 時

15 人 500 円

⑤クリスマスケーキ作り
12 月 22 日（金）
9時 30 分～ 12 時

16 人 1,000 円

⑥親子で
　クリスマスケーキ作り

12 月 22 日（金）
18 時 30 分～ 21 時

16 組 1,000 円

⑦お正月の遊び
1月 5日（金）
10 時～ 12 時

特になし 無料

●対象者＝市内在住又は勤務する人
　※男女は問いません
●申込期限＝ 11月 29日（水）
　※申込多数の場合は抽選
●受講料＝無料（材料費、保険料は自
　　　　　己負担）
●申込方法＝直接来館してお申込みく
　　　　　　ださい。
　※託児もします。

【問い合わせ・申込先】
　市勤労婦人センター　☎ 0994-44-9088
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日
の
納
税
及

び
納
税
相
談

　

市
で
は
、
夜
間
・
休
日
の
納
税

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
11
月
27
日
（
月
）
〜

　

12
月
３
日
（
日
）

　

（
平
日
夜
間
）
17
時
〜
19
時

　

（
土
・
日
）
９
時
〜
16
時

● 

受
付
場
所
＝
市
収
納
管
理
課

（
１
階
⑰
番
窓
口
）

※
市
役
所
本
庁
舎
正
面
地
下
入
口

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

● 

相
談
の
際
に
持
参
す
る
も
の
＝

印
鑑
、
催
告
書
、
納
税
通
知
書

等
【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
収
納
管
理
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
５
５

● 

申
込
期
限
＝
11
月
27
日
（
月
）

※
必
着

● 

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
を
、

市
立
寿
光
園
に
提
出

● 

仕
事
内
容
＝
寮
母
業
務
に
関
す

る
こ
と

● 

勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
12
月
１

日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

賃
金
＝
月
額
１
５
４
，７
０
０
円

● 

面
接
日
時
＝
11
月
28
日
（
火
）

14
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３‒

０
０
２
３

　

鹿
屋
市
笠
之
原
町
７
５
０
１‒

２

　

市
立
寿
光
園

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

２
７
６
８

不
動
産
公
売
の
お
知
ら

せ
　

前
号
で
掲
載
し
た
３
案
件
に
併

せ
て
次
の
物
件
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

入
札
日
時
＝
12
月
12
日
（
火
）

10
時
〜

● 

入
札
場
所
＝
市
役
所
４
０
１
会

議
室

● 

物
件
＝
第
36
号

　
（
場
所
）
鹿
屋
市
新
川
町

　
　
　
　

  

宅
地
１
筆

農
地
は
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、耕
作
放
棄
地
な
ど
に「
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
な
ど
が

生
い
茂
り
、
周
辺
の
住
民
か
ら
花

粉
症
や
ぜ
ん
そ
く
等
を
心
配
す
る

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
空
気
が
大
変
乾
燥

し
た
状
態
に
あ
り
、
カ
ヤ
な
ど
の

雑
草
が
火
災
の
原
因
と
な
り
周
辺

の
住
民
へ
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

何
か
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、

所
有
者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
の

農
地
は
責
任
を
持
っ
て
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
分
の
農
地
の
管
理
が

難
し
い
人
は
、
最
寄
り
の
農
業
委

員
又
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
３
１

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

排
水
路
の
建
設
工
事
に
伴
い
、

市
道
竹
山
線
が
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
付
近
を
通
行
す
る
と
き

は
迂
回
路
の
案
内
標
識
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

● 

通
行
止
期
間
（
予
定
）
＝
平
成

18
年
11
月
中
旬
〜
平
成
19
年
３

月
下
旬

● 

工
事
箇
所

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
地
整
備
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
３
７

犬
を
連
れ
て
の
公
園
利

用
に
つ
い
て

　

公
園
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
み
ん
な
の
憩
い
の

場
で
す
。
最
近
、
犬
の
フ
ン
の
放

置
に
よ
り
、
公
園
の
利
用
に
支
障

を
来
た
し
て
い
ま
す
。
犬
を
連
れ

て
公
園
を
利
用
す
る
人
は
、
飼
い

主
の
モ
ラ
ル
と
し
て
次
の
点
に
留

意
し
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、
気
持

ち
良
く
利
用
で
き
る
よ
う
心
が
け
、

み
ん
な
で
環
境
美
化
等
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
犬
の
フ
ン
は
、
飼
い
主
の
責
任

で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ー
ド
（
鎖
）
を
外
し
て
の
犬

の
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
公
園
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
４
８

鹿屋合庁

フォトサロン
松原

県民健康
プラザ

国道
504 号線

国道
269 号線

国道 220 号線

肝属川

和田
井堰公園

市道
竹山
線

通行止
箇　所
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

12
月
10
日（
日
）か
ら
16
日（
土
）

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
、
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
、
国
際
社

会
と
連
携
し
な
が
ら
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を

解
明
し
、
ま
た
そ
の
抑
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９‒

２
５
９‒

０
６
８
４

12
月
４
日
〜
10
日
は

「
第
58
回
人
権
週
間
」

　

国
連
は
、
基
本
的
人
権
及
び

自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た
め

に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す

べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
目
標
と
し
て
、
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
に
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10

　

最
近
、
連
日
の
様
に
児
童
虐
待

に
よ
る
悲
し
い
事
件
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
虐
待
の

相
談
や
育
児
不
安
に
よ
る
子
育
て

相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
次
の
４
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

● 
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、

タ
バ
コ
の
火
を
押
し
付
け
る
な

ど
● 

性
的
虐
待
＝
子
ど
も
へ
の
性
的

暴
力
、
性
的
行
為
の
強
要
な
ど

● 

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
＝

子
ど
も
に
食
事
を
与
え
な
い
、

登
校
・
登
園
を
さ
せ
な
い
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
受
診
さ
せ

な
い
、
そ
の
他
子
ど
も
の
健
康

や
健
全
な
発
達
を
損
な
う
行
為

な
ど

● 

心
理
的
虐
待
＝
脅
迫
、
無
視
、

兄
弟
姉
妹
間
で
の
差
別
、
児
童

の
前
で
の
家
庭
内
暴
力
な
ど

　

こ
れ
ら
児
童
虐
待
が
起
こ
る
背

景
に
は
、
親
の
育
児
に
対
す
る
不

安
や
負
担
感
、
し
つ
け
に
対
す
る

理
解
不
足
、
地
域
に
お
け
る
家
庭

の
孤
立
化
な
ど
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、

こ
う
し
た
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
に
気
付
い
た
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、「
虐
待
を
受
け
た
の
で
は
」

と
疑
わ
れ
る
場
合
も
、
通
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
て
い
ま
す
。

　

虐
待
か
ど
う
か
は
、
市
や
児
童

相
談
所
が
調
査
し
ま
す
が
、
仮
に

虐
待
の
事
実
が
な
く
て
も
通
告
者

が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
虐
待
で
は
」
と
感
じ
た
と
き

は
勇
気
を
も
っ
て
相
談
・
通
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
配
偶
者
や

恋
人
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
で
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含

む
人
権
侵
害
で
す
。

　

被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
、
男
女
の
経
済
力

の
格
差
や
社
会
的
地
位
の
差
な
ど

に
よ
り
相
手
を
支
配
し
、
女
性
を

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
見
な
い
男

女
の
不
平
等
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

身
体
的
暴
力
＝
殴
る
、
蹴
る
、

首
を
絞
め
る
、
包
丁
を
突
き
つ

け
る
、
物
を
投
げ
つ
け
る
な
ど

● 

精
神
的
暴
力
＝
暴
言
を
吐
く
、

脅
す
、
無
視
す
る
、
外
出
や
親

族
・
友
人
と
の
付
き
合
い
を
制

限
す
る
、
手
紙
や
電
話
を
細
か

く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
子
ど
も
に

暴
力
を
見
せ
る
な
ど

● 

性
的
暴
力
＝
性
行
為
を
強
要
す

る
、
見
た
く
な
い
ビ
デ
オ
を
見

せ
る
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
な

ど
● 

経
済
的
暴
力
＝
生
活
費
を
渡
さ

な
い
、
支
出
を
細
か
く
監
視
す

る
、
女
性
が
働
き
収
入
を
得
る

こ
と
を
妨
げ
る
、
借
金
を
重
ね

る
な
ど

　

す
べ
て
の
人
は
安
心
・
安
全
に

暮
ら
し
、
自
分
の
生
き
方
を
自
分

で
選
び
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
権

利
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

児
童
虐
待

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
呼
び

か
け
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

育
て
よ
う

　
　
　

一
人
一
人
の
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

　
　
　
　

の
な
い
命
を
大
切
に
〜

● 

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
。

● 

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

● 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

　

て
よ
う
。

● 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う
。

● 

部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

● 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う
。

● 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

● 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う
。

● 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
。

● 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う
。

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
。

● 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う
。

● 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う
。

● 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う
。

● 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
。

　

法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
は
、

人
権
侵
害
の
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

人
を
救
済
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
て
い
ま
す
。

第
58
回
人
権
週
間

「
県
下
一
斉
電
話
人
権
相
談
」

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別

な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

● 

日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）

　

10
時
〜
17
時

● 

電
話
番
号

　

０
５
７
０‒

７
０
０
７
８
３

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

　

続
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９‒

２
５
９‒

０
６
８
４

戦
傷
病
者
等
の
妻
及
び

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求

　

戦
傷
病
者
等
の
妻
及
び
戦
没
者

等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の

請
求
受
付
が
10
月
１
日
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
締
め
切
り
は
平
成

21
年
９
月
30
日
で
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
福
祉
政
策
課
（
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
６
６

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
に
役
立
つ
開
運

風
水
術
』

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、
効
果

的
に
、
ま
た
、
欲
し
い
運
に
合
わ

せ
て
イ
ン
テ
リ
ア
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
話
し
方
な
ど
身
近
な
環
境
を

変
え
る
こ
と
で
「
気
」
の
流
れ
を

整
え
、
体
内
に
吸
収
す
る
風
水
術

を
身
に
付
け
、
企
業
経
営
や
日
常

生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
の
あ
る
場
所
に
出
か
け

る
こ
と
も
開
運
を
呼
ぶ
ア
ク
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
12
月
11
日
（
月
）
14
時

30
分
〜
16
時
30
分

● 

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
２
階

会
議
室

● 

講
師
＝
竹
田　

奈
苗
（
テ
レ
ビ

レ
ポ
ー
タ
ー
、
ナ
レ
ー
タ
ー
）

● 

聴
講
料
＝
１
，
０
０
０
円

※
会
議
所
会
員
は
無
料

● 

定
員
＝
70
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

● 

申
込
方
法
＝
電
話
又
は
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

３
１
３
５

　

Fax
０
９
９
４‒

40‒

３
０
１
５

琴
伝
流
大
正
琴
第
６
回

鹿
児
島
県
大
会
開
催

　

大
正
琴
の
演
奏
を
通
じ
て
地
域

の
芸
術
文
化
の
発
展
を
目
指
す
た

め
、
鹿
屋
市
で
初
め
て
琴
伝
流
の

県
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
正
琴
の
優
雅
で
心
あ
た
た
ま

る
演
奏
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
11
月
26
日
（
日
）

　

13
時
〜

● 

場
所
＝
市
文
化
会
館

● 

内
容
＝
大
正
琴
の
演
奏

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

琴
伝
流
鹿
児
島
指
導
者
会

　

☎
０
９
９‒

２
４
３‒

３
４
９
５

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
・
通
告
先
】

　

市
子
育
て
支
援
課　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１　

内
線
３
１
８
６

　

大
隅
児
童
相
談
所　

☎
０
９
９
４‒

43‒

７
０
１
１

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

市
子
育
て
支
援
課　

☎
０
９
９
４‒

43‒
２
１
１
１　

内
線
３
１
８
６

　

鹿
屋
警
察
署
（
被
害
者
相
談
窓
口
）　

☎
０
９
９
４‒

44‒

０
１
１
０

　

鹿
児
島
県
婦
人
相
談
所　

☎
０
９
９‒

２
２
２‒

１
４
６
７



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

InformationInformation

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

11 月・12 月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

11月19日
みやぞのクリニック 田崎町 0994-40-4600

かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

23日
前田内科 本町 0994-42-2175

徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

26日
中原クリニック 横山町 0994-48-2011

はるしま整形外科クリニック 旭原町 0994-41-2211

12月３日
中塩医院 西原１丁目 0994-43-2489

そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

10日
渡辺内科 川西町 0994-43-2282

大隅鹿屋病院 新川町 0994-40-1111

17日
児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510

検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

11月19日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025

岩重医院 東串良町川東 0994-63-8514

26日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006

黎明脳神経外科医院 串良町上小原 0994-63-7878

12月３日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171

花田整形外科リウマチ科 串良町有里 0994-63-1379

10日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170

緑が丘心療内科 串良町岡崎 0994-63-0112

17日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037

園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
11月19日 島田歯科 打馬２丁目 0994-44-0180

23日 池田病院歯科 下祓川町 0994-43-6468

26日 はしき歯科医院 寿７丁目 0994-40-4184

12月３日 おおやま歯科クリニック 寿４丁目 0994-43-3210

10日 おにがはら歯科医院 寿２丁目 0994-40-3340

17日 上村歯科医院 田崎町 0994-44-6077

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

11 月・12 月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はか
かりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常1日分とします。

肝
属
地
区
小
中
学
校
音
楽
会

● 

日
時
＝
11
月
25
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
教
職
員
組
合
肝
属
地
区
支
部

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
２
１
２

青
少
年
い
き
い
き
文
化
祭

● 

日
時
＝
12
月
３
日
（
日
）

　

13
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
６
７

鹿
屋
女
子
高
校
音
楽
部
第
29
回
定

期
演
奏
会

● 

日
時
＝
12
月
17
日
（
日
）

　

14
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
女
子
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
５
８
４

休
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

● 

日
時
＝
12
月
３
日
（
日
）
９
時

　

〜
15
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
保
健
所

● 

内
容
＝
エ
イ
ズ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

関
す
る
相
談
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
視
聴

サ
ー
ビ
ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査

（
匿
名
で
受
検
で
き
原
則
無
料
、

検
査
か
ら
結
果
判
明
ま
で
１
時

間
程
度
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
１
０
７

鹿
屋
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
第
24
回

定
期
演
奏
会

● 

日
時
＝
11
月
23
日
（
木
）

　

13
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
中
央
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
３
１
０

大
隅
地
区
高
校
音
楽
祭

● 

日
時
＝
11
月
24
日
（
金
）

　

10
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
中
央
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
３
１
０

『
鹿
屋
市
オ
レ
ン
ジ

パ
ー
ク
串
良
』
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良
の
開
園

期
間
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
及
び

チ
ラ
シ
等
で
12
月
28
日
ま
で
と
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
み
か

ん
狩
り
や
店
頭
販
売
の
売
れ
行
き

が
好
調
で
、
11
月
初
旬
を
も
っ
て

「
温
州
み
か
ん
」
は
完
売
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
12
月
に
「
ネ
ー

ブ
ル
」
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良

　

☎
０
９
９
４‒

62‒

３
４
２
２

　

串
良
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
０
９
９
４‒

63‒

３
１
１
４

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

に
お
け
る
休
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ

相
談
・
検
査
の
実
施

　

12
月
１
日
（
金
）
の
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
を
中
心
と
し
た
11
月

16
日
（
木
）
か
ら
12
月
15
日
（
金
）

ま
で
の
１
か
月
間
は
、「
鹿
児
島

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
で
す
。

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
へ
の
理
解
と

支
援
の
意
志
を
示
す
た
め
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

　

エ
イ
ズ
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
等
の
啓
発
と
受
検
し
や

す
い
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

図
書
の
案
内

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

そ
れ
で
も
前
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
橋　

豊
著

飛
田
和
緒
の
か
ぞ
く
ご
は
ん　
　
　

  

飛
田　

和
緒
著

憲
法
九
条
を
世
界
遺
産
に　
　
　
　
　

  

太
田　

光
著

ヘ
ヴ
ン
リ
ー
・
ブ
ル
ー　
　
　
　
　

  

村
山　

由
佳
著

レ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
国　
　
　
　
　
　
　

  

有
川　

浩
著

ア
ン
フ
ェ
ア
な
月　
　
　
　
　
　
　

  

秦　

建
日
子
著

ひ
と
か
げ　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ
し
も
と
ば
な
な
著

春
の
ワ
ル
ツ
（
前
編
）　　
　
　
　

キ
ム　

ジ
ョ
ン
著

虫
の
知
ら
せ
レ
ス
ト
ラ
ン　
　

  

た
か
い
よ
し
か
ず
作

デ
ル
ト
ラ
の
伝
説　
　
　
　

  

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

幸
せ
が
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
シ
ン
プ
ル
な
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

山
川
あ
ず
さ
著

幼
い
娼
婦
だ
っ
た
私
へ　
　

  　

ソ
マ
リ
ー
・
マ
ム
著

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
３　

  

明
橋　

大
二
著

夜
の
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

川
上　

弘
美
著

絵
本
か
ら
う
ま
れ
た
お
い
し
い
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き
む
ら
か
よ
他
作

さ
る
の
せ
ん
せ
い
と
へ
び
の
か
ん
ご
ふ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

穂
高　

順
也
作

く
い
し
ん
ぼ　

く
ま
の
さ
ん　

  

か
わ
し
ば
さ
ち
こ
作

わ
た
し
は
生
き
て
い
る　

  　
　

メ
グ
・
ロ
ー
ゾ
フ
作

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

レ
シ
ピ
じ
ゃ
わ
か
ら
な
い
料
理
の
知
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

樋
口　

秀
子
著

楽
し
ん
で
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
染
色  　
　

松
本　

道
子
著

フ
ェ
ル
ト
っ
て
お
も
し
ろ
い  　
　
　

下
田　

直
子
著

ハ
チ
ミ
ツ
レ
シ
ピ
。
ミ
ツ
バ
チ
を
育
て
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

渡
辺　

ゆ
き
著

こ
ど
も
ニ
ッ
ト
の
本　
　

  　
　
　
　

渡
部　

サ
ト
著

象
の
墓
場
（
王
国
記
６
）　　
　
　
　

花
村　

万
月
著

禿
鷹
狩
り
（
禿
鷹
４
）　　
　
　
　
　

    

逢
坂　

剛
著

点
心
名
人
の
餃
子
指
南　
　
　
　
　

  

茂
手
木　

章
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

下
流
社
会　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

展
著

晩
年
の
美
学
を
求
め
て　

  　
　
　
　

曾
野　

綾
子
著

中
国
を
取
る
ア
メ
リ
カ　

見
捨
て
ら
れ
る
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

矢
部　

武
著

天
命　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

五
木　

寛
之
著

隠
居
学　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

加
藤　

秀
俊
著

た
か
い
た
か
い　
　
　

  

ジ
ェ
ズ
・
オ
ー
ル
バ
ラ
作
絵

ど
ん
な
き
ぶ
ん
？　
　

  

サ
ク
ト
ン
・
フ
ラ
イ
マ
ン
作

ご
く
ら
く
も
も
ん
ち
ゃ
ん  　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
作
絵

鹿屋市男女共同参画地域講座

輝け！自分らしさ
～男と女の夢ある未来のために～

●日　時　12月 10日（日）10:00 ～ 12:00
　　　　　◇大型紙芝居　　　　　10:10 ～ 10:30
　　　　　　「不二夫とけい子の仲

なかよっ

良か家族」
　　　　　　出演：つどい KANOYA
　　　　　　　　　（鹿屋市男女共同参画活動団体）
　　　　　◇講　　演　　　　　　10:30 ～ 12:00
　　　　　　講師：水谷　謹

もりひと

人 氏
　　　　　　　　　（みやざき中央新聞社編集長）
●場　所　コミュニティーセンター吾平振興会館
●入場料　無料

【問い合わせ】
　市民活動推進課男女共同参画推進室
　☎ 0994-31-1147
　吾平総合支所市民生活課
　☎ 0994-58-7231

水谷　謹
もりひと

人 氏

講師プロフィール

・昭和34年　宮崎県生まれ
・平成13年　DVの被害者をサポー
　　　　　  トする「ハートスペー
　　　　　　スM」を設立
・宮崎県男女共同参画派遣講師

○内
○外

○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外

吾平地区



　10月22日、吾平町麓の神野
地区で、コスモスウォーキン
グ大会 (神野地区むらづくり
委員会主催)が開催されました。
　同地区では、３年前から田
んぼにコスモスの種をまいて
おり、今年は 50 戸の農家が、
約６ha に種をまき、約 300
万本ものコスモスが開花。約
300 人の参加者は、写真を撮っ
たり、花を眺めたりしながら、
思い思いのペースでウォーキ
ングを楽しんでいました。

上村妃
ひ な

奈ちゃん（１歳）新生町
これからもたくさん笑顔を見せて
ね。！（パパ・ママ）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111
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福留塁
るいと

斗くん（１歳）川西町
キャッチボールができる日を楽し
みにしてるよ♥（パパ・ママ )

対前月比
総　数 105,974 人　 ( + 9 )
男 50,279 人　 (  - 1 3 )
女 55,695 人　 (  +22 )
世帯数 44,202 世帯 (  - 2 2 )

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。年齢は問いませ
ん。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

広報

池畑ク子さん（100 歳）上谷町
100 歳の誕生日を祝ってもらいまし
た。長生きの秘訣は「明るく、くよ
くよしないこと」です。

　郷原剛
こうき

伎くん（５歳）
　あずみちゃん（３歳）
　佳
よしあき

明くん（２歳）輝北町上百引
兄
きょうだい

妹弟３人仲良く、素直な子に育っ
てネ！（母…百合子 )

○左
○中
○右

中野カヨさん（100 歳）吾平町上名
長生きの秘訣は「自分でできること
は自分でする」ことですね。


